
復学に関する確認書 

出産に伴い休学される方は、以下の各項目を一読のうえ、ご回答ください。 

№ 確認事項 回答 

１ 

復学のご予定を次のいずれかからご選択ください。 

①出産後、出産月の翌月から起算して３か月後の月の末日まで（例：１月出

産の場合、４月末日まで）に、復学する。 

②出産月の翌月から起算して４か月後の月の１日から、出生されたお子様

が１歳を迎える月の末日まで（例：１月出産の場合、５月１日から翌年１月末日ま

で）に、復学する。 

③出産後、出生されたお子様が１歳を迎える月の末日までに、復学しない。 
※ ③と回答した場合、在園できる期間は出産月の翌月から起算して２か月後の月の末日ま

で（例：１月出産の場合、３月末日まで）となります。 

□ ① 

 

□ ② 

 

□ ③ 

№１にて①又は②と回答した方は、№２～５もご回答ください。 

２ 

復学予定日をご記入ください。 

※ №１にて①を選択された場合、出産（予定）日の翌日以降、出産月の翌月から起算して

３か月後の月の末日までの期間内の日付をご記入ください。 

※ №１にて②を選択された場合、出産月の翌月から起算して４か月目以降の月の１日から

出生されたお子様が１歳になる月の末日までの期間内の日付をご記入ください。 

令和  年  月  日 

３ 休学する就学先に復学します。 □ わかりました 

４ 

復学後、1 か月以内に、下記の書類を提出します。 

①復学した日が確認できる書類（復学証明書等） 

②復学後の就学日数・時間が確認できる書類（カリキュラム・時間割等） 

□ わかりました 

５ 
No.4 に記載の書類の提出が期日までにできなかった場合は、ただちに退

園します。 
□ わかりました 

№１にて②と回答した方は、次の№６・７もご回答ください。 

６ 

出産月の翌月から起算して３か月目以降の特例の預かり期間中において

希望する保育必要量をご選択ください。 

※ 上記期間中は、原則、短時間の認定（１日最大８時間までの預かり）となります。ただ

し、家庭保育が困難な事由により８時間以上の保育が必要な場合は、標準時間（１日最

大 11時間までの預かり）を希望することができます。 

□ 短時間認定を希望 

 

□ 標準時間認定を希望 

７ 

【№６にて「標準時間認定を希望」を選択した場合のみ】 

特例の預かり期間中も、家庭保育が困難な事由により８時間以上の保育が必要となる理由を次の中か
らご選択ください（複数選択可）。 

□ 出産後の保護者（母）の体調不良により長時間の家庭保育が困難なため。 

□ 母体保護等の観点から、もう一方の保護者が児童の送迎を行う必要があるが、短時間認定の範囲

内での送迎が難しいため。 

□ その他（                                   ） 
 
  上記事項について、確認し同意しました。 

令和   年   月   日 
 

住所                                 

 

保護者氏名       保護者氏名          

 

児童氏名                   （      年    月    日生） 

 

児童氏名                   （      年    月    日生） 


